



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































D               C 
多くの移民が貧困 移民は福祉年金を受 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｄ②               Ｃ②
文書Ｄ















































４　連邦政府への権力集中 G ERAによって連邦制府に更に大きな権力を持たせるな 風刺漫画








７　徴兵 N 私の間にあるすべてのもの…… 写真





















とに ERA 支持の割合を示したものである。これを分析し、ERA はすべての社会集団で高い支持
を得たにもかかわらず、なぜ10を超える州で批准が否決されたのかが問われる（「教師の発問」）。
資料 H（社会集団ごとの ERA 支持率）を検討する際に学習者は、社会集団内（性別や宗教など）
で支持率に大きな差があり、そのためにERAが否決されたのではないかと予想する。しかし実際
には、資料Hには、性別や宗教によるERA支持率の差は見られない。














まず、要因⑥「男性中心の伝統的社会体制崩壊への危惧」については、５つの文書 I ～ M を基
に検討する。文書 I はイタリア移民女性 A. ジョルダーノが書いた雑誌記事（ERA は伝統的男女
役割分担を破壊するものであるという主張）である。そして、文書Jは時事漫画（ERAによって
伝統的男女の役割が逆転する恐れを描いた漫画）、文書KはP. シャルフリイ（反ERA運動のリー












































































































































































































































































































次の水準 b は図６のように表される。水準 a でなされた８個の主張は、水準 b で行われる主張
（社会問題の解決策の主張）の基礎となり、データ（D２）として主張を支えるものになる。主張







      Ｄ１                 Ｃ１














      Ｄ２                 Ｃ２
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